


ARTBOX社から２００９年６月１０日に刊行された「現代日本の建築」は、現代日

本で活躍する建築家を紹介するひとつの指標といっても過言ではありません。北海道

近代美術館をはじめとした全国各地の美術館や、北海道立図書館や国立国会図書館な

どの各地の図書館などに所蔵されるなど、現代日本を代表する建築家を収載した価値

ある資料になっております。

約３年ぶりに発刊された「Vol3」となる同書には、全国で活躍する約２９万人の一級

建築士の中から選ばれた１７０人の建築家が掲載されています。

その中に、キアラシリーズを設計している畠中秀幸氏が掲載されました。

国内だけではなく海外でも広く活躍する安藤忠雄氏、多くの公共建築、教育文化施設

を手がけた長谷川逸子氏など、日本を代表する建築家が紹介されており、畠中氏もま

たその一人として名を連ねています。

畠中氏が手がけるキアラシリーズは、いかに光と風が建築にとって重要なのか、そし

て、街並みをつくることの大切さ、土地のポテンシャルを引き出すための設計という

ものをわたしたちに教えてくれます。

機会がございましたら、それほど多くの場所で手に触れることのできる同書ではござ

いませんが、日本を代表する建築家たちの作品に触れて欲しいと思います。

現代日本の建築 Vol.3

キアラシリーズ設計「畠中秀幸」氏、現代日本の建築に

※各プランの間取りは2009年7月1日現在のもので、予告なく変更になる場合もございます。ご了承下さい。


